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は じ あ に
古代史学においては,文 献史料の少なさから,木 簡 ・墨書土器(刻 書土器を含 む)・ 文字瓦
などの出土文字資料が注目されてから久 しい。木簡については,木 簡学会が1978年 に結成さ
れてからすでに20余 年,毎 年 『木簡研究』を刊行 し,出 土木簡の情報を公開 している。 全国
各地から出土 している木簡は,古 代にかぎらず,最 近では中世のほか近世の木簡の多さが特徴
である。
一方,墨 書 されている文字情報が少ないため,墨 書土器は木簡ほど注目されていない。『歴
史学事典』6「 歴史学の方法」(弘 文堂,1998年)に は,上 位分類 「素材 と道具」 の下に 「収
集発掘史料」の中位分類がある。その 「一般名辞」には,木 簡 ・漆紙文書 ・墓誌の項目はある
が,墨 書土器や文字瓦はない。学界の現状の一端を示 しているだろう。
墨書土器1点 あたりの文字数は少ないが,我 々が集成 している墨書土器は8万 点に近づいて
きた。 これだけ集成すれば新 しい意味が生 じて くる。実際には,10万 点近 くの点数が出土 し
ているか もしれない。文字瓦は1万 点前後は出土 していると推測されるが,い まだ集成 されて
いない。
小稿では,今 一度墨書ヰ器研究の歴史をふり返り,今 後の研究への糧にしたいと思 う。墨書
土器データベースは一応の集成はできたものの,デ ータベースをどのように活用 し,新 たな古
代史像を描いていくかは今後の努力にかかっている。なお,墨 書土器は,土 器(器 財)に 墨書
したもので,文 字と土器とが密接に関係 している。一般 に文字は 「史料」と表記 し,モ ノとし
ての遺物を含めると 「資料」の語の方がふさわ しいかと思われる。そのため,本 稿では 「文字
資料」の語を使用する。
1.墨 書 土 器 デ ー タ ベ ー ス
1)墨 書土器資料の増大と集成
近年,地 方 自治体史の編纂や古代史研究者の尽力によって,都 道府県ないし市町村単位の墨
書土器集成が進んだ。 自治体史の史料(資 料)編 に 「出土文字資料」が掲載されることも多い。
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かつては木簡が主対象であったが,墨 書土器集成 も珍 しくな くなった。史料の絶対数が少ない
古代史 では,歓 迎すべきことである。具体的には,付 載する 「墨書土器研究に関する文献 目録
稿」を参照 していただきたい。
こうした出土文字資料の増加と研究の進展を反映 して,2000年 には2冊 の貴重な専 門書 が
あいついで刊行 された。高島英之 「古代出土文字資料の研究』(東 京堂出版,9月)と 平川南




その気運 もないように感 じられた。そのため,1999年 ～2001年 度の日本学術振興会科学研究
費補助金(以 下,科 研費 と略す)に よる基盤研究B(2)「 古代文字資料のデータベース構築 と
地域社会の研究」(課 題番号ll410093)に よって,全 国的な墨書土器の集成を試みた。現在 の
ところ,主 要なデータベースとして,① 武蔵国の詳細なデータベースと,② 全国の簡易型デー
タベースを作成するとともに,③ 文献 目録を作成 した。ただし,膨 大なボリュrム のため,①






資料が増えてきたので,一 時 「文字情報史学」 という言葉を使用 したこともあった。今日では,
歴史学の対象は文献や文字資料にとどまらず,地 図 ・絵巻などの図像資料のほか,考 古資料や
文学作品な ども含まれる。ただ.し,当 面は大学の古い教育カ リキュラムの影響で,「文献史学」
や 「考古学」の用語を使用す る状況が続 くと思われる。 にもかかわ らず,職 業として勤務する
研究所や埋蔵文化財センターなどの実務 ・実践によって,文 献史学と考古学の方法論を身につ
けた研究者が育 ってきたのも事実である。
さて,駿 台史学会 として墨書土器に取 り組むのは,2回 目である。最初は,1993年 に開催さ
れた第2回 日本古代史 シンポジウム 「律令国家の成立と東国」で,松 村恵司さんが 「古代集落
と墨書土器」,三舟隆之 さんが 「墨書土器 と文字」,高 島英之さんが 「古代東国と出土文字資料」
を報告 した。 シンポジウムは,多 くの参加者で熱気につつまれた。なかでも松村さんの報告は,
簡潔なかたちで墨書土器研究の意味が説かれている。報告のまま引用されることが多い 「幻の




それまで墨書土器研究は,古 代史サマーセミナーなどで取 りあげられ ることが多かったが,
日本古代史 シンポジウムなどをきっかけに議論が展開 したようにも思われる。 シンポジウムが
開かれた1993年11月 には,『月刊文化財』362号 が 「墨書土器の世界」 を特集 した。平川南
「土器に記された文字」の総論からはじまり,飛 鳥 ・藤原宮跡,平 城宮跡,長 岡京跡 の都城遺
跡,そ して地方官衙 ・初期荘園 ・古代集落遺跡か ら出土 した墨書土器を網羅的に取 りあげた。
おそらく相乗効果があって,墨 書土器研究は盛んになっていったのであろう。 シンポジウムに
際 して作成された文献 目録は,ま だ百敷十本であった。今 日では,悉 皆調査を企図したことも
あって,1300本 を超えている。
3)墨 書土器 データベ ースとその活用
遺跡か ら出土 した墨書土器 は,一 般 的には木簡 と違 って文字 数が少な い。 その ため木簡 よ り
も史料価値が一段低 いと考え られているのだろ うか,古 代史研 究者 の関心はそれほど高 くない。
また,埋 蔵文化財 セ ンターなどで行 なわれてい る墨書土 器の調 査カ ー ドも,必 ず しも統一 され
た規格は存在 しなか った。
今回の科研費で は,デ ータベ ースの構築 に際 し,補 助金額 との関係 もあ って旧武蔵 国にかぎ
り,カ ー ド方式で詳細 なデ ータベ ースを作成 した。報告書等か ら,遺 跡名 ・所在地 ・出土遺構 ・
出土状況 と時期,そ して釈文 ・字体 ・記銘部位 ・記銘方 向 と口径 ・底径 ・器高 ・器種 ・器質 と
墨 ・刻の区別を記 し,さ らに出典等 のデータをカー ドに記入 し,デ ジタルカ メラを利用 してパ
ソコンに入力 した。当初,ス キ ャナーを使用 しよ うとしたが,相 当の時間がかか るので断念 し
た。
一方,全 国各地か ら出土 した墨書土器 の簡易型 データベースに関 しては,① 遺 跡名 ・②所在
地 ・③ 釈文 ・④出典か らな る4項 目に しぼってデータを集成 した。最低 限のデー タで あるが,
出典 を記載 して報告書 な どの文献 を参照で きるように配慮 した。現在,約7万8千 点を数える。
これ らのデ ーターは,科 研費 とい う公 的資金 を使 用 して作 成 した こ と もあ り,CD-ROMの か
たちで公表 した。 木簡は奈良文化研究所が イ ンターネ ッ トでデータベースを公開 して いる。予
算 や人員 の規 模が まった く違 うので,奈 文研 のよ うな検索機能付 きの公 開 とはいかない。 その
ため,デ ータその ものを提供 す るかた ちを採用 した。一部 の研究機 関では,発 掘 した研究成果
を 「整理 中」 と称 して長 期間にわた り公表 しないことが ある。本研究 は ささやかな もので ある
が,研 究成 果の公開 とい う点で捨石 になれ ばいいと思 う。 データは2000年 まで に限定 したが,
その後 ま とま って公表 されたデー タにつ いて は,明 治大学のホームペー ジに更新 したデータベー
スを公表す るよ うに してい る。 デー タベ ースの拡充 には,今 後 も努 めたいと思 う。
人文科学 では,よ うや く 「文献 学や文字学 にお いて は,デ ータベ ースの構築 その ものが研究
103
吉村 武彦
といえるもの」もあるという認識が生まれてきた(科 学技術 ・学術審議会 学術分科会 「人文 ・
社会科学の振興について」2002年6月)。 ただし,史 料の公開 ・共有が研究の目的ではない。
こうしたデータベースをどのように活用し,新 しい研究を如何に創造 してい くかが問われなけ
ればならない。第2節 では,出 土文字資料について二,三 考えを述べてみたい。
2.古 代の史料 と出土文字資料
1)古 代の史 ・資料と史料(資 料)論
古代の史 ・資料には,そ の存在形態からいえば,(a)伝 世されてきた文書群の史料や正倉院宝
物などに含まれるモノの類と,㈲ 地中から出土 した木簡 ・墨書土器 ・文字瓦などの遺物とがあ
る。前者は,一 般的にいえば伝世される理由があって,伝 えられてきた史 ・資料であると思わ
れる。 これに対 し,出 土資料は発見 されるのは偶然的な理由による場合がほとんどであろうし,
その多 くの遺物は廃棄されたものだろう(廃 棄物が,廃 棄されたのは不要になったか らである
が,こ こでは不要物 を 「不要という必然性」の範躊では捉えない)。 ただし,(aXb)そ れぞれの
群には例外がある。伝世された史料のなかには,偶 然の結果,残 存 した もの もあるだろう。ま
た,出 土資料のなかにも,一 定の意図 ・意識から埋納されたもの(意 識的埋納物)が あり,そ
れが偶然見つかることもある。
このような史料自体の存在や偶然性の問題について,戦 後の議論を若干ふ り返 っておくこと
は意味があるだろう。遠 山茂樹 さんは,1952年 に記 した 「歴史 における偶然性 につ いて」"
(『思想』332,『 遠山茂樹著作集』9に 収録)の 論文において,「歴史法則を主張する歴史学は,




一方,石 母田正さんは1954年 に 「歴史叙述と歴史科学」を著わ し(「理論』26・27。 『石母
田正著作集』13に 収録),「 われわれも偶然性を生かす ことが,歴 史叙述の固有の任務である
と考える。……歴史現象の背後にある法則と必然性を探求することは,あ らゆる歴史的諸科学
の協力のもとに歴史学がおこなわなければならない第一の仕事である」 と述べた。石母田さん
の議論には史料学への言及 はないが,歴 史現象の哲学的認識 として 「偶然性 と必然性」の問題
は,重 要な問題提起であった。各出土文字資料ごとの個別史料論の構築,そ して史料論の統合
としての史料学の必要性が,ま すます重要になってきたからだ。
ところで,出 土資料の増加とともに,古 代史の史料学に関する研究が進んだことも特筆 しな
ければな らない。1997年 に,石 上英一さんが史料学についての研究を集成 して 『日本古代史








1素 材 ・加工物資料:文 化財科学 ・考古学
II絵 画 ・図 像 資 料:絵 画史料学 ・絵図研究
皿 文 字 ・文 献 資 料:史 料学
というように三区分 している。具体的な内容は,著 書をひもといていただきたい。従来の 「史




.は,『 角川世界史辞典』の 「古文書学」によれば,「 日本語の古文書学に正確に対応する欧米の
学問概念はない。 日本で古文書学とよばれているものは,欧 米では 『文書形式学』「古書体学』
に細分化 され,書 物の場合にはこれに 『書冊学』が加わる」(348頁,角 川書店)と いう。 つ
まり,学 問としては世界に通用する一般的な性格を必ず しも有 していない。この意味でも,史
料学の構築は重要な課題である。
2)出 土文字資料の種類と特色
さて,考 古学的調査(発 掘。表採を含める)に よって出土する文字資料は,資 料の材質から
紙 ・木 ・土 ・金石などに分けることができる。.各種資料を材質別に区分すれば,次 のようにな
るだろう。
(a)紙 一 漆紙文書
(b)木 一 木簡,墨 書木製品
(c)土 一 墨書土器,刻 書土器,文 字瓦,縛
(d)金 属品 一 有銘鏡,鉄 剣,大 刀,銭 貨
このうち(a)は,中 国の乾燥地域などで発見される紙 とは異なり,直 接紙のままで地中か ら出
土することはない。 日本では,「漆塗 りの作業で,常 に漆を良好な状態に保つために,和 紙を
溶液の表面に密着 させてふたをする」(平 川南,後 指書)た めに使用された 「漆紙文書」 と呼
ばれるもので,漆 液が染みとおった結果残存 した。この和紙の多 くは,使 用済みの文書などの




であ る。 そのため,出 土文字 資料 であ ることは共 通す るが,(b)～(dの 資料群 とは性格 を異 にす
る。 ここでは全 体を広義 の出土文 字資料 と し,(b)～(d)を 狭義 の文字資料 と規定 して おきたい。
なお,漆 紙文書 のデータに関 しては,古 尾谷知浩 「漆紙 ・漆紙文書 出土遺跡一覧(稿)」(『 日
本歴 史大事典』4,2001年)が あ り,研 究書 に平川南 さんの著書1『漆紙文書 の研究』(吉 川弘 文
館,1989年)が あ る。
さて,(b)～(d)の 資料群 の うち,(b)木 簡 は廃棄 され た もので ある。(c)墨 書土器(刻 書土 器を含
む)の 大半 も廃 棄物 であ るが,一 部 に意識 的に埋納 され た ものが ある。文字瓦 の場合 は,塔 の
倒壊 に伴 うものや廃 棄がほ とん どで あろ う。 これ に対 し,(d瀕 は大づ かみにいえば,意 識 的 に








文献上の土器の名称に関 しては,関 根真隆 『奈良朝食生活の研究』(吉 川弘文館)や 末永雅雄
「延喜式記載の土器」・吉田恵二 「『延喜式』所載の土器陶器」が参照されるべき文献であろう。
また,土 師器と祭祀 との関連を説いた小出義治 『土師器 と祭祀』(雄 山閣)も ある。
土器 に文字を記入する道具は,墨 書土器の場合は焼成後に筆と硯,刻 書の場合は焼成時や前







いつ頃から,墨 書土器が学問的に問題にされてきたのか,必 ず しも明らかにされていない。
古 い時代に墨書土器が出土 して記録されたのは秋田県で,高 橋学 「秋田県内出土の墨書土器集
成」(『秋田県埋蔵文化財センター研究紀要』1)に 記述 されている。秋田県の墨書土器 につ い
ては,江 戸時代末期の菅江真澄 「月の出羽路」にさかのぼる。 この書物では古柵(払 出柵)か
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ら出土 し,仙 北郡の清瀧寺に所蔵 されていた墨書土器 「神代」と,「公」銘の土器が図で紹介
されている(『菅江真澄全集』7,図600・641,1978年)。 かつて木簡が再発見されて話題になっ
た三重県の柚井遺跡の墨書土器については,1931年(昭 和6)に 鈴木俊雄さんによる 「三重県
桑名郡柚井貝塚発見墨書土器」(『考古学雑誌』2Hl)の 論文が出ている。発見されたのは,
1928年 である。
ところが,秋 田県仙北郡藤木村大字下深井字中深井怒(今,大 曲市大字下深井)の 怒遺跡か
ら出土 した墨書土器と木簡は,1910年 代前半である。高橋建治さんが,1974年7月 か ら8月
にかけて 『秋田民報』 に 「藤木墨書土器の出土状況報告書」①～⑧を連載 した。 この報告書に
よれば,1912年(大 正1)に 「伴」の墨書土器,1914,5年 には,「富」「凡」「福」などの墨書
土器が数十点出土 した。 また,当 時 「太か津木口□」と読まれた木簡などが二点出土している。
木簡 ・墨書土器は最古級のもので,貴 重な出土文字資料である。 これらの墨書土器 は,『 秋田
県史 考古編』に収録され,『 秋田県の考古学』(吉 川弘文館)に 転載されている。
さて,戦 後の研究は,1950年 代前半に佐藤次男さんが先駆的な研究を旺盛 に行な ってから
始まったとみていいだろう。佐藤さんの研究によって,墨 書土器研究の礎が築かれたと評価で
きるだろう。今 日の論点に関連する問題を提起 している。墨書土器研究は,箆 書土器 ・刻印土
器を含めて総合的に考察す る必要性を説 き,そ れぞれの出土地名表を作成 して研究 した。遺物
研究の方法としては原則的であり,初 期の研究状況を示す ものとして特記 しておきたい。
これ らの土器は,(1)土 器の形態(器 形),② 土器焼成の前後および器形整形の前後の差異に
よってお り,そ の用途は(1×2)を踏まえて考察 しなければならないことを指摘 している。遺物の
解釈 としては当然の方法であろう。そのうえで,「文字墨書土器」を次め12種 に分類 している。
①吉祥句,② 地名と思はるもの,③A一 人名 ・B一人名と思はるもの,④ 人称代名詞及人間を
意味するもの,⑤A一 所属する場所 ・B一所属する官職,⑥ 数字,⑦ 耕転に関係あるもの,⑧ 用
途を示すと思はるもの,⑨ 方角,⑩ 仏教関係語,⑪ 奇字 ・左字,⑫ 右に属せざるもの及解意不
能のもの,の12種 類である。
ただ し,こ の研究は,254点 の墨書土器に基づ く分類であり,「編者 の研究調査 に於ける主
観を基 としたもの」 という断 り書きが書かれている。
その後は,文 献 目録に記 したように多 くの研究が続けられ,現 在 に至っている。ここでは,
それらの研究を総括する余裕がないので,文 字の使用という論点について一言述べておきたい。
'2)文 字の使用
墨書土器の 「墨書」は,基 本的には文字である。問題は,書 き手に記 された文字の意味が,
個人 ・集団や神(象 徴的に)な どに伝わって機能 していたかどうかであろう。つまり,文 字類
似の字体が記入されていても,そ の字体(文 字)が 一定の意味を持つものとして認識 されてい
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なければ,単 なる 「字形」にすぎない。墨書土器の 「文字」 も同じことがいえるだろう。なお,
文字は記号(符 号)の 一種である。記号の場合 も,同 じ性格の問題が生 じる。文字として意味
が伝わらなければ,擬 文字や図像の可能性がある。文字ないし記号 として認識され,そ の意味
が伝えられていたかどうか,そ の実証はなかなか難 しいのが現状であろう。
今 日,墨 書土器といわれている最古級ρ土器は,三 重県嬉野町の貝蔵遺跡の土器である。2
世紀末といわれ,「田」の字形を有 している。また,同 町の片部遺跡か らは,4世 紀前半でや
はり 「田」の字形という墨書土器が出土 している。両者 とも 「田」の字 と評されているが,後
者には 「卍」字説もある(寺 沢薫 「それは 『田』ではない」)。さらに,熊 本県玉名市の柳町遺
跡か ら,4世 紀初頭の 「田」の字形の有機系染料で書かれた棒状留具が出土 している。
問題は,こ うした 「田」の字形が,漢 字 としての 「田」字 という認識が存在 していたかどう
かである。漢字 として機能 しているかどうか,そ の論証は困難であろう。上記の場合,墨 書土
器(有 機系染料を含む)の 「字」が 「田」の字形 として共通 していることは興味深い。おそら
く,記 号 として通用 していた可能性 もなくはないと思われるが,そ の意味内容を解明するのは
難 しい。
当時,す でに中国か ら記銘鏡が入 っている。 したがって,漢 字の字形を知っていた可能性 ヵ∫
ある。また,弥 生時代における島根県の加茂岩倉遺跡出土の銅鐸に 「×」印,そ して神庭荒神
谷遺跡出土の銅剣には 「×」印がみえる。いずれも工人が刻んだ 「×」印であるが,何 らかの
メッセージを伝えた記号である。 このように漢字や記号,あ るいは擬文字が使われた客観的な
条件はある。 しかし,「田」の墨書が,漢 字の 「田」の意味として理解 されて使われていなけ
れば,文 字として機能 していないだろうご図像 と同類 と想定 されるか らである。
文字の使用は,基 本的に人間社会が文明段階に入 ったことを意味する。なかでも,国 家的支
配 とは密接な関係を有する。こうした考え方は,大 枠 として認められよう。 しかし,文 明以前
に偶発的に文字が使われることもある。偶発的な文字の使用は,文 字史として評価することは
難 しい。歴史的評価の条件 としては,同 一地域で継続的に使用され,文 字として通用 したとい
うような条件が想定 される。 こうした意味では,推 古朝の官司制か らはじまる国家形成期の7
世紀以降の墨書土器と,そ れ以前の墨書土器とは峻別して考察すべきだと思われる。
お わ り に
文字の使用は,文 書行政を核 とする国家的支配の枠組みと関係する。 したがって,政 治的セ
ンターの行政機構が存在する宮や京における出土文字資料が注目される。政治的支配に関係す
る行政的文書 としては主に紙が使用され,必 要に応 じてカー ド的利用法などで木簡が使われた。
現在の研究手法 としては,宮 都の遺跡 において,.ど のような遺構か らどのような墨書土器が出
土 しているのか,遺 物 と遺構の事実確認か ら研究を進めていかなければならない。
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地域においては,国 家的支配との関係で国府や郡家に着 目する必要がある。郡の下の里 レベ
ルでは,里 長の政治的施設 「里家」が存在するのか否か,こ の問題から検討する必要がある。
また,経 典などの文字文化を もつ仏教寺院の影響 も軽視すべきではなかろう。現在のところ,
東国に多い集落遺跡の墨書土器の研究は,仏 教や宗教祭祀との関連で研究が行なわれている。
このように,宮 都の遺跡からはじまり,国 府 ・郡家を媒介として各地の集落遺跡におよぶ墨書
土器の研究は,よ うやく本格化 しつつある。出土地の性格か らみれば,か つて 『月刊文化財』
362号 が試みたように,
1官 衙遺跡
*宮 都(宮 ・京),国 府,郡 家,「里家的施設」
D仏 教関連遺跡










1.墨 書土器(刻 書土器 ・人面墨書土 器含む)に ついて考察 した文献 を,著 者別 に
「あい うえお」 順 に記載 した。
2.墨 書土器研究 に資す る文献 を含 めている。
3.「 墨書土器一 覧」 が掲載 された報告書 ・概報 を含 むが,「 考察」がな い文献 は収
録 して いない。主要 な地方史 ・誌 は収録 したが,必 ず しも網羅 して いない。 いず
れ も墨書土器 データベ ースの出典 を合 わせて参照 されたい。
4.こ の文献 目録 は順次追加 され るが,そ の全容はイ ンターネ ッ トで公開 している。
URLはhttp://www.isc.meiji.ac.jp/～yoshimu/database.htmlから,「 墨書土
器研 究に関す る文献 目録」 の項 にて参照 されたい。
5.そ の他,推 して知 られた い。
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北野博司 1996年10月初期荘園と土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
北林八洲晴 1970年6月墨書土師器の一出土例 うとう74
北村憲彦・大佐古俊孝 1987年12月「小泊田宮」墨書土器出土 考古学ジャー ナル285
木津博明 1999年9月国府に地割はあったか 上野国 幻の国府を掘る』
木津町教育委員会 1980年10月上津遺跡墨書土器一覧 木津町埋蔵文化財調査報告書』3
木津町史編纂委員会 1984年12月上津遺跡出土墨書土器等一覧表 『木津町史』史料篇1
木戸雅寿 1989年3月笠原南遺跡出土の墨書土器について 滋賀県埋蔵文化財センター 紀要3
鬼頭清明 1983年4月漢字と民衆 高校社会 科資料5-1(鬼 頭92-12)
1985年1月『古代の村』 岩波書店




紀野 自由 1995年10月古代文字と祭祀 調布の文化財is
木下 健 1973年11月馬の線刻画土器 考古学ジャー ナル88
木下正史 1993年7月『飛鳥・藤原の都を掘る』 吉川弘文館
木下宿運 1984年ll月呪術資料にみる密教の庶民化 『密教美術大観』9(朝 日新聞社)
岐阜県 1994年3月墨書・ヘラ書土器 岐阜県史』史料編 古代・中世 補遺
岐阜県博物館 1999年10月『水とまつり』 同博物館友の会
岐阜市歴史博物館 1990年3月『鬼神とまじない』 同博物館
木村 衡 1992年u月墨書土器から見た「三千寺J 地方史研究239.
2000年3月地方における奈良三彩陶器小壼 相模原市立博物館研究報告9



















桐原 健 1979年1月神解を盛る土器・家神を祀る土器 信濃31一:
2001年4月松塩地域における平安時代の仏堂 信濃53-L
金田章裕 1995年11月国府の形態と構造について 国立歴史民俗博物館研究報告63





金曜会 1993年2月 史跡秋田城跡』 秋田城を語る友の会
草津市教育委員会 200:年3月大将軍遺跡(23次) 草津市文化財年報(平 成is年度)
2001年5月大将軍遺跡 一出土した墨書土器について一 文化財発掘出土情報229
久信田喜一 1997年3月古代常陸国鹿嶋郡鹿嶋郷について 茨城県立歴史館報24
国井弘紀 1998年3月後藤遺跡出土の墨書土器 栃木県立博物館 研究紀要15
国平健三 1997年3月相模国府研究の現状 神奈川県博研究報告 人文23
1981～84相模国の奈良・平安時代集落構造 上・中・下 神奈川 考古12・1'c・19





頸城村教育委員会 1998年3月『榎井A遺 跡』 同教育委員会
熊谷公男 1996年3月道嶋氏の活躍 『石巻の歴史』1
熊田亮 1995年9月秋 田城と秋田郡 秋田市史研究4
住靖彦 1990年1月福岡県ハセムシ窯跡出土の刻書文字 日本歴史500
倉田直:純 1905年6月ヘラ描き土器「水司鴨口」について 三重の古文化47
蔵中 進 1995年ll月『則天文字の研究』 翰林書房
栗田則久 1984年12月佐原市吉原三王遺跡出土の墨書土器について 千葉文化財セ 研究連絡誌10
1987年3月旧香取郡出土の墨書土器 古代83
1988年3月墨書土器の様相 『東関東 自動車道理文調査報告書』N







































河本 清 1984年8月美作地方の官衙 えとのす25
国士舘大学実行委員会 2000年5月『文字瓦と考古学』 同委員会
国分僧尼寺の会 1998年6月『東国の古代寺院と文字瓦』 同会
国立歴史民俗博物館 2002年3月『古代日本 文字のある風景』 朝日新聞社
2002年4月『歴博フォー ラム 古代日本 文字のある風景』 同博物館
小島弘義 1984年3月相模国出土の墨書土器について 四之宮下郷』
1986年3月古代相模国出土の墨書土器 国学院大学考古学資料館研究紀要2
小島睦夫 2001年12月近江における中世一文字墨書土器について 『西田米寿 近江の考古と歴史』
古代学協会・古代学研究所 1994年12月『平安京出土土器の研究』 同協会他








小林芳規 1998年11月『図説 日本の漢字』 大修館書店

















































坂本 彰 2000年11月立野牧と石川牧 『古代の牧と考古学』









佐々木和博 1975年11月下総国分僧寺趾出土の墨書土器 MUSEUMち ば6
1984年12月「博士館」墨書土器私考 史館17
佐々木震一 1981年9月伊場遺跡と馬 『伊場木簡の研究』
佐々木利三 1982年12月日本金石文にみえる則天文字 『小野頒寿 東方学論集』
佐々木嘉和 zoos年6月薬師垣外出土の「厨」墨書灰紬陶器碗 伊那877









佐藤 隆 1999年2月森の宮遺跡の土馬と人面土器 葦火48






























真田広幸 1986年10月借着国大御堂廃寺考 山本喜寿 山陰考古学の諸問題』
佐野五十三 1995年3月墨書土器観試論 静岡県埋文調査研設立10周年記念論文集』
1996年10月条里と土地開発 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7
佐原 真 1983年3月食器における共用器・銘々器・属人器 文化財論叢』
山武考古学研究所 1995年3月 御殿・二之宮遺跡』第6次発掘調査報告書 同研究所
椎名仙卓 1959年4月佐渡金井村元屋敷出土の墨書土器 古代32
1959年8月「軍」「国」の墨書土器をめぐって 佐渡博物館館報3











信楽町教育委員会 1994年3月 紫香楽宮関連遺跡発掘調査報告』 同委員会
宍野佐紀子 1996年3月出土文字資料 武蔵国府関連遺跡調査報告』17
静岡県 1989年3月土器墨書・刻書 静岡県史』資料編4古 代
篠原英政・田中弘志 2001年3月弥勒寺跡・弥勒寺東遺跡 古代110


































新修小松市編集委員会 2002年3月 新修 小松市史』資料編4(国 府と荘園) 小松市
新谷 武 1975年4月青森県前田野目砂田遺跡出土の箆書土器について 北奥古代文化7
進藤秋輝 1996年3月海道と牡鹿柵 石巻の歴史』1
吹田市史編 委員会 198.年3月古代の垂水 遺跡 吹田市史』8
田市立博物館 1996年3月市内出土の文子資料(垂 水 遺跡) 博物館だより6
1998年10月榎坂郷蔵人村の日々 』 同博物館
2000年9月 難波津の歌」が書かれた土器 博物館だより15















鈴木拓也 2001年3月墨書土器に込められた古代人の信仰 近 畿大 文 学・芸術 ・文化12-2
鈴木敏雄 1931年11月三重県桑名郡柚井貝塚発見墨書±器 考古学雑誌21-11
鈴木俊雄 1992年5月武蔵国分寺文字瓦に関する一試論 丘陵13










2002年3月 と北の文字 『古代日本 文字のある風景』
鈴木良章 ・栄原永遠男 2000年12月紫香楽宮関連遺跡の調査 条里制・古代都市研究16





須田 誠 1993年6月大谷真鯨遺跡出土の墨書土器 温故館だより23



















































2001年12月書評 平川 著 墨書土器の研究』」 日本史研究472
多賀城市埋文調査センター 1997年3月墨書土器・ヘラ書き土器・線刻土器 山王遺跡』1












高橋保・田中靖 1993年3月新潟県 八幡林遺跡 平成4年 度の調査 第19回 古代城柵官衙遺跡検討会資料」
高橋 学 1986年3月秋田県内出土の墨書土器集成 秋田県埋文センター 研究紀要1
1995年3月秋 田県出土の墨書土器、箆書・刻書土器 秋田県埋文センター 研究紀要10











但馬国分寺跡発掘調査団 1981年3月 但馬国分寺木簡』 日高町教育委員会
立木 修 1983年3月平城 呂の大膳職・大炊寮・内膳司 文化財論叢』
辰巳和弘 1992年6月 埴輪と絵画の古代学』 白水桂







辰巳 均 198:年2月墨書土器 城山遺跡調査報告書 腎
舘野和己 1993年3月斗西遺跡出土の墨書土器群について 能登川町埋蔵文化財調査報告書』27
田中勝弘 1973年3月墨書人面土器について 考古学雑誌58-4
田中清美 1997年2月房総における墨書土器の発生について 田古稀 生産の考古学』
田中 卓 1983年3月最古の"土器文字"の読みについて 料57・58合 併 号
田中広明 1996年10月国司の館と郡司の家 土曜考古20
田中弘志 1999年12月弥 寺東遺跡の調査 条里制・古代都市研究15
2001年7月弥勒寺東遺跡と武義郡衙 美濃・飛騨の古墳とその社会』
田中正日子 1998年3月大宰府の支配と地方寺院 小郡調査報告 井上廃寺1
2000年3月評制下の上岩 田遺跡と筑紫大宰の支配をめぐって 小郡調査報告 上岩田遺跡調査概報』







谷 旬 1995年7月墨書土器の出土状況から 山梨県考古学協会誌7
谷口 栄 1994年12月大島郷を掘る 『東京低地の古代』
玉木朋史 2001年3月出土木簡の名前は遣唐使の柁師一族か 歴 史九州ll-7







玉湯町教育委員会 1999年3月『蛇喰遺跡発掘調査報告書』 同教 団委員会
田村言行・水野正好 1978年1月千葉県江原台遺跡発見の人面墨書土器とその世界 月刊文化財172
千葉県史料研究財団 1996年3月出土文字資料集成 『千葉県の歴史』資料編 古代
1998年3月『千葉県の歴史』資料編 考古3 千葉県
千葉県文化財センター 1987年4月 栄町埴生郡衙跡確認調査報告書』歴 千葉県文化財保護協会




2000年3月フォーラム「今、古 代史がおもしろい」 千葉文化財セ 研究連絡誌57
千葉県立房総風土記の丘 1977年9月 文字は語る』 同風土記の丘
中主町教目委員会他 1987年3月墨書土器 『西河原森ノ内遺跡』第3次発掘報告書
塚原二郎 1987年12月府中市高橋金三宅地区出土の墨書土器 東京の遺跡17
塚本 宏 2001年3月墨書土器の書体・書風考 国府台ll
辻 史郎 1999年8月「意布郷久須波良部」の墨書土器 日本歴史615
辻史郎・山路直充 1994年12月下総国分寺跡の発掘と下総国府 『東京低地の古代』
辻合喜代太郎 1961年4月大阪市出土の墨書人面土器 史跡と美術313
辻川哲朗 2001年12月墨書による土器識別の諸様相 西田米寿 近江の考古と歴史』
土浦市立博物館 1993年7月「開かれた古代への扉J 同博物館


















手塚 孝 2001年8月 山形県米沢市古志田東遺跡 日本歴史639
寺沢 薫, 1996年2月それは「田」ではない 古代学研究133
寺田兼方 1958年7月刻字土器の新例 貝塚78
1978年8月若尾砂丘と刻字土器 藤沢風物76
東京都教育委員会 1993年9月『多摩の遺跡展 発掘物語』 同委員会
東野治之 1980年6月備後宮の前廃寺出土の文字瓦 草 戸千軒84(東 野83-3)
1983年3月『日本古代木簡の研究』 塙書房
1986年12月発掘された則天文字 出版 ダイジェスト1187(東 野99-12)
1989年4月法隆寺献納宝物 竜首水瓶の墨書銘 MUSEUM457.











栃木県教育委員会他 1986年3月『下野国府跡 資料集n(墨 書土器・硯)』 同委員会他
1996年3月墨書土器・刻書土器 『八幡根東遺跡』
2001年3月南東ブロック出土土器の組成および墨書・刻書土器 『那須官衙関連遺跡』田

















土橋 誠 1993年ll月仮名書きの墨書土器 月刊文化財362















直木孝次郎 1988年1月小治田と小泊田宮の位置 今井喜寿 国史学論集』
永井 肇 2000年3月千代木簡と国府・郡家 神奈川地域史研究18
永井義博 1985年3月袋井市土橋遺跡出土の「国厨」銘墨書土器について 古代学研究107
中島広顕 1988年6月御殿前遺跡 「関東官衙遺跡検討会資料J
中園 聡 1992年10月これは山の字ではない 人類史研究8
中田 英 1980年3月神奈川県における古代集落研究の現状 郷土神奈川10
長野県教育委員会他 1990年3月『下神遺跡』 中自長野線埋文発掘調査報告書
1999年3月 更埴条里遺跡・屋代遺跡群』本文 同委員会他
2000年3月 更埴条里遺跡・屋代遺跡群 総論編 同委員会他
長野県埋文センター 1905年6月女性線刻画・美濃国刻印・庄名記載の墨書土器など 長野県埋文ニュー ス19
中野由紀子 2001年3月任海宮田遺跡の墨書土器について 富山考古学研究4
長宗繁一 1998年12月長岡京左京七条三坊 日本の信仰遺跡』




中山忠久 1997年6月甚五郎崎遺跡出土の墨書土器について 茨城県教育財団 研究ノー ト6





















奈良文化財研究所 2002年1月 「古代官衙・集落と墨書土器」 同研究所






西谷 正 1991年3月日本古代の土器に刻まれた初期の文字 九州文化史研究所紀要36
1991年5月朝鮮三国時代の土器の文字 『古代の日本と東アジア』
西野 修 1986年2月志波城・徳丹城周辺の集落 『第12回 古代城柵官衙検討会』




入善町教育委員会 1975年3月『入善町じょうべのま遺跡 発掘調査概要』3 同委員会
布尾幸恵他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 『古代北陸と出土文字資料』







橋本裕行 1988年10月東 日本弥生土器絵画・記号総論 『橿原考古学研究所論集』8
橋本義則 1991年1月地中から出た新しい文字史料をめぐって 『争点 日本の歴史』3
徳井 勝 1996年9月広島県出土古代文字資料集成(稿) 芸備地方史研究201
長谷川厚 1981年3月古代における文字資料研究の一試論 史観104
















林 弘之 2000年9月三河国府跡とその周辺の調査 日本歴史628
原 明芳 1996年10月信濃における奈良・平安時代の集落展開 帝京大学山梨文化財研究所研究報告7



















菱田哲郎 1996年9月 須恵器の系譜』 講談社
兵庫県教育委員会 1990年3月『山垣遺跡』 兵庫県氷上郡春日町
1991年3月 七 日市遺跡』1 兵庫県氷上郡春 日町








平石 充 1996年3月墨書土器について 後谷V遺 跡』

















































共同研修協議会 講 ・報告 料
2002年3月出土文字資料からみた地方の交通 古代交通研究11
平川 他 1986年3月千葉県吉原三王遺跡の墨書土器 考古学雑誌71-3
1989年3月古代集落と墨書土器 国立歴史民俗博物館研究報告22
2000年5月岩間町東平遺跡出土の墨書土器について 婆良岐考古22
平川 南編 1999年3月墨書土器地名集成 『古代地名大辞典』
平田洋司 1995年4月森の宮遺跡と墨画土器 葦火55
平田博幸 1998年3月丹波国氷上郡春部里の里長関連施設 『律令国家の地方末端支配機構をめぐって』



















福井県 1987年5月県内出土墨書土器一覧表 『福井県史』資料編1古 代

















藤下昌信 1905年5月成田ニュー タウン中台公園附近にて採集の墨書土器 成田山霊光館報10
1905年5月成田市域内出土の墨書・へら書土器銘文集成 成田市の文化財10
藤田富士夫 1980年10月半布里「里刀自」に関する一考察 信濃32-10
藤谷 誠 1993年3月会津若松市上吉田遺跡について 「第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」
藤永正明・阿部幸一 1985年3月城山遺跡水田跡出土の墨書土器 大阪文化誌18





船木義勝 1985年11月払田柵跡の政庁 付 出土文字資料 日本歴史450
船木義勝他 1990年7月『払田柵の研究』 文献出版
船橋市教育委員会 1982年3月『船橋市郷土資料図録4墨 書土器1』 同委員会
舟崎久雄 1978年7月北陸庄園遺跡の発掘調査について 古代を考える16








堀部 猛 2001年4月地方諸国における「官営工房」をめぐって 官営工房研究会会報7
本郷真紹 且996年2月越中国新川郡文部開田地図 日本古代荘園図』





前田義人 互999年7月長野角屋敷遺跡出土の 郡召」木簡について 北九州市教育文化事業団13






増淵 徹 2001年3月斎宮研究と土器 斎宮歴史博物館研究紀要10
町田章・近藤正 1975年3月古代官衙跡 八雲立つ風土記の丘周辺の文化財』







松岡良典・鋤柄俊夫 1986年4月垂水 遺跡発掘調査概要 節 ・香 ・仙40






















































美濃加茂市民ミュー ジアム 2001年9月 文子の登場、そして広まり 同ミュージアム
三舟隆之 1997年5月東京都関係古代出土文子資料一覧 東京都古代中世古文書金石文集成4
宮 宏明 1990年ll月化外の地におけるか帯金具出土の意義 北奥古代文化20
1996年3月北の海の文化交流の跡を探る 月刊文化財390
1996年9月余 大川遺跡出土古代の文子資料をめぐって 北奥古代文化25
宮内克巳 1983年10月東京「船 岸における 、良・平安時代土器の様相 「房総における奈良・平安時代の土器」
宮川彩子他 1998年3月石川県出土墨書土器の基礎的検討 古代北陸と出土文字資料
宮坂宥勝 岡田正彦 1975年5月梵子墨書土器小考 長野県考古学会誌21
宮坂英弍 1938年1月墨書ある土器の類例を求む 中部考古学会彙報3-1
宮崎貴夫 1996年8月長崎県の中世墨書資料 『博多遺跡群出土墨書資料集成
宮沢 桂 1958年12月北信濃川久保出土の墨香土師器 信濃10-12
















宮本敬一 1994年10月上総国分寺の成立 東海 の国分寺』
1995年8月墨書土器から見た国分寺の講師院と読師院 日本通史月報22
向坂鋼二 1981年ll月具注暦木簡と「少毅殿」墨書土器 地誌 と歴史27・28
1985年8月考古資料にみる水辺のまつり 生活文化史8












籾木郁朗 2002年3月 九州の古代文字資料 古代日本 文子のある風景
森 郁夫 1973年10月 良時代の文字瓦 日本史研究136
198E年4月古代の墨書土器 大平台 窓4
1991年1]月日本の古代瓦』 雄山閣










森 浩一他 1975年7月古代の土器に書かれた文字集成 文字』
森 隆 2000年3月任海遺跡群の古代建物酵構成 富山考古学研究3
森内秀造 19951月 神戸市須磨区大田町遺跡出土 荒田郡」銘硯について 考古学雑誌80-2
森岡 隆 1905年6月仮名発達史における難波津の歌 書学書道史研究9
森下松寿 1989年1月神野向遺跡(常陸国鹿島郡衙跡)の調査 常総の歴史3
森下 衛 1997年10月京都府内出土の墨書土器 「第3回近畿ブロック埋文研修会資料集」
森田喜久男 互997年3月出土文字資料から見た北加賀の古代 市史かなざわ3









柳沼賢治 1993年3月清水台遺跡第16次調査A地 点 第19回古代城柵官衙遺跡検討会資料」





山 口耕 一 2001年3月多功 原遺跡出土の文字資料について とちぎ埋文 研究紀要9
山口英男 1991年3月墨書土器と官衙遺跡 藤沢市史研究24
山崎文幸 198E年3月払田柵跡出土の文字資料 うもれ木11











山中 章 1983年3月「春宮」銘墨書土器と長岡宮の春宮坊 長岡京26
1989年12月古代都城の線刻土器・記号墨書土器 古代文 化41-1.(山 中97_c)
1991年5月『日本古代都城の研究』 柏書房
2001年4月国家祭祀の一側面 長岡京研究序説
2002年3月まじないと文子 古代 日本 文子のある風景』










山中敏 ・佐藤興治 1985年6月 古代の役所 岩波書店




山本 清 1991年5月出雲(国分寺〉 新修国分寺の研究』S
山本忠尚 1986年2月地方官衙の遺跡 日本歴史考古学を学ぶ』 上
山元祐人 1999年3月古代越中の墨書土器・硯に関する覚え書き 富山考古学研究2
湯浅喜代治 1968年8月千葉県 川 須和田採集の墨書土器および刻文子土 下総 古学3
余語琢 1991年9月「瓦長」名をもつ須心器 古代92
横浜市歴史博物館 2002年9月 東へ西へ』 同博物館








吉沢 悟 1999年3月茨城県石岡市北の谷遺跡出土の人面墨書土器の検討 筑波大学先史学・考古学研究10
吉沢幹夫 1989年3月宮城県出土の墨書土器について 東北歴史資料館研究紀要10
吉瀬勝康 1997年11月周防国府跡の祭祀遺構と遺物 宗教と考古学』
吉田 晶 1995年12月卑弥呼の時代』 新 日本新書
1997年12月「調j刻字土器が語る倭王権革新期の事実 読売新聞 大阪2日(文 化財情報98-2)
吉田恵二 1982年5月『延喜式』所載の土器陶器 『考古学論考』
吉田英敏 1978年12月墨画のある白甕 岐阜県考古6
吉田裕子 1998年3月中名1・V遺 跡出土の墨書土器について 富山考古学研究1
吉村武彦 1993年1月農民の日々 『新版 古代の日本』7
2001年11月墨書土器研究に関する文献目録稿(未 定稿) 「出土文字資料研究の現在」
吉村正親 1994年6月墨書土器 『平安京提要』












和田 莞 1982年ll月呪符木簡の系譜 木簡研究9
和田 葦 1988年3月新発見の文字資料 一 その画期的な役割 『日本の古代』14
和田信行 1998年7月「大館」墨書出土地点の調査 東京の遺跡60
渡辺晃宏 1996年3月歌姫西瓦窯等出土の箆書き瓦 、良国立文化財研究所年報1995





渡辺文男 1905年6月筆跡のまとまり、土器のまとまり 豊浦町教委 『曽根遺跡』n
渡辺 誠 1963年6月 磐城地方の祭祀遺跡 歴史考古9・10
和洋学園遺跡発掘調査団 2001年2月 『下総国分の遺跡n』 和洋学園
蕨 茂美 2001年11月 上谷遺跡出土の墨書土器について 「平成13年度関東甲信越静地区埋文担当職員
共同研修 議会 講演・報告資料
(付記)
本稿 は,平 成11年 度～平成13年 度の科学研究費補助金(基 盤研究{B)(2))「古代文字資料のデータベー
ス構築と地域社会の研究」(研 究代表者 吉村武彦)お よび明治大学人文科学研究所重点共同研究の研
究成果の一部である。
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